
（別紙様式） 
都道府県番号 ２７ 
都道府県名 大阪府 

 
（①■ ②■ ③■） 

※ 該当する観点にチェックをすること 
Ⅰ．学校名及び規模 

枚方市立東香里中学校（フロンティアスクール名） 

 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数  
学級数 ７ ７ ７    ２ ２３ 
生徒数 ２４３ ２６６ ２７５    ８ ７９２ 

４０ 
 

Ⅱ．実践研究の概要（主題（テーマ）及び設定の趣旨） 
・ 主題（テーマ） 
① 基礎・基本の定着と学力向上を図るための実践・研究を行う。 
② 生徒一人一人に応じた指導方法及び指導体制の在り方を探る。 

③ 一人一人の生徒の個に応じた発展的な学習や補充的な学習の教材研究。 

④ 数学的な活動を通して、自らの意見を発表し、わかる・出来る・楽しいと感じさせる指導法

の研究。 

⑤ 生徒の学力の評価を生かした指導の研究。 
・ テーマ設定の趣旨 
基礎・基本の確実な定着と「確かな学力」の育成を図るため、生徒一人一人の習熟の程度に応

じた指導方法を研究し、発展的な学習や補充的な学習など個に応じた指導を行う。また、発表

する力を育て、わかり・出来るから楽しいと感じさせることにより、学ぶ意欲を向上させる。 

Ⅲ．実践研究の内容について（選択した観点を中心に記述） 
（ⅰ）研究体制の工夫（研究テーマ、実践方法等の共通理解等、配慮した点など） 
少人数授業では、生徒が質問をし易い環境であることから、生徒間相互の問題解決能力を高め

ることができる。また生徒個々のよりよい考えを導き出し発表させることにより、判断する力を

身に付けることができる。さらに、補充的な学習や発展的な学習を行うことにより個々の生徒の

学力を伸ばしていくことが可能になる。そこで、少人数授業の形態を１学級３展開にし、単元に

よっては習熟度別学習も取り入れることによって、少人数授業をより充実させ、基礎・基本の確

実な定着と「確かな学力」の育成を図る。 
  また、各単元の特性に応じてティームティーチングの活用方法を検討・研究するとともに、新
教育課程の実施及び指導と評価の一体化を目指す指導をより効果的に行うための研究に努める。 

（ⅱ）実践研究の内容 
  少人数授業における指導方法及び効果について研究。 
① 基礎・基本の徹底と生徒の興味・関心・意欲の育成を図るとともに、生徒の習熟の程度に合

わせた指導方法の研究や教材の開発 
② 数学的活動を通して、自らの意見を発表し意欲を向上させる教材の開発及び研究 
③ 少人数指導及び習熟度別指導における指導方法の違いによる教育効果の研究 
④ 少人数指導で習熟度別学習と均等分割学習の比較による教育効果の研究  
⑤ 小テストやワークシート等を用いて、指導と評価の一体化を目指す研究 

 
 



（ⅲ）成果と課題 
① 少人数指導により基礎・基本の徹底を図った結果、わかり、出来るから楽しいと感じさせる

ことができ、生徒の学習意欲が向上した。 
② 定期的に行う小テストやワークシートの点検で、生徒の理解度を確認し、次の指導に役立てる

ことができた。 
③ 少人数指導を通して生徒間での教え合いができ、発表する力を身に付けさせることができた。 
④ 習熟度別指導を行ったことで、生徒の学習意欲や学習効果の向上につながったが、その実施

時期や単元・内容については課題が残った。 
⑤ 学校全体として、授業を見学する機会を増やし指導力の向上に努めることが今後の課題であ

る。 
 
（ⅳ）成果の普及方策 
① 平成１４年度第２回北河内地区学力向上推進協議会で、北河内地区各小・中学校対象の公開

授業を行った。また、他の北河内地区フロンティアスクールと実践報告を通して情報交流を

行った。 
② 校内研修等で数学科の少人数指導を他教科の教員に公開することで、各教科の学習指導の工

夫改善を図った。 
③ 授業参観で保護者等に数学科の少人数指導を公開した。 

 
（ⅴ）その他（その他、特色ある取組がある場合に記入） 
①開発した教材の概要及び活用事例について 
・「三平方の定理」の応用の空間図形の分野で、球体の入る立体を教材にすることで、立体を平面

として捉え「三平方の定理」をどのように使用すればよいかを考えさせた。(別添資料①) 
  ・「平方根」，「乗法公式」，「因数分解」のフラッシュカードを作成し、知識・理解を確実なものと

した。このフラッシュカードは少人数でより効果が大きい。 
・「三平方の定理」の証明において、パズル形式の貼り絵をさせることにより、楽しく視覚的に捉

えさせることが出来た。(別添資料②) 
 
②個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫改善 
・各定期テスト前に、生徒の実態を踏まえた理解や習熟の程度に応じた指導を行った。また、習

熟度別指導では、昨年度の生徒の実態を踏まえ授業方法を改善した。理解度の幅が大きいと予

想される単元において、習熟度別授業を行った。 
   
  ③効果的な指導方法・指導体制の工夫改善 
  ・入学試験に向けた生徒の意識付けと個々の生徒の状況に応じた指導を行うため、３人の教師が

ティームティーチングで授業を行った。各授業時間で小テストを行い教師が採点後その時間内

に返却し、疑問点の早期解決に役だつ指導を取り入れた。また、３人の教師がＴＴとして入る

ことにより、生徒が学習により集中し、意欲の向上に役だった。 
 

 
 
 
 
 
 



〔資料１〕 
６．本時の内容  Ｃ（発展）コース 

（１）本時の内容 空間図形（球、直方体、円柱）において、三平方の定理を利用して解く問題を考える。 
（２）本時の展開 

学習のねらいと発問 学  習   活   動 評価・配慮事項 

 
 
・空間図形をいろいろな角度

から観察し、平面に置き換

えて考えることにより、図

形を正しく捉えられるよう

にする。 

 
・有効な直角三角形を見つけ

ることにより、三平方の定

理を利用できることに気付

く。 
「真上から見た図をかいて

みよう」 
 「長さを考える方法として、

三平方の定理がうまく利

用できないか考えよう」 

 
 
 「真横から見た図をかいて

みよう」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・空間図形を平面として捉え

ることで、問題が明確にな

ることを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・真上から見た図をかき、長さの求め方を考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・真上から見た図を正確にイメー

ジし、かこうとしているか。 

 
・三平方の定理が利用できるよう

な直角三角形を考えようとして

いるか。 

 
 
・球を円として考え、３つの円が

接している図をかくことができ

ているか確認する。 

 
 
 
 

 
 
・半径の違う球についても、横か

ら見た図を正確にイメージでき

ているか。 

 
◎イメージしにくい場合は、実際

に模型を見せて考えさせる。 

 
 
・３つの円が接している図から三

平方の定理を利用して求めてい

こうとしているか。 

 

 

課題の設定 

場面１ 

〈問１〉 

半径３ｃｍのボールが３つきっちりはいる直方体

の箱がある。箱のサイズを考えてみよう。 

 

関心・意欲・態度 

数学的な考え方 

場面２ 

〈問２〉 

底面の半径が４ｃｍの円柱の容器に半径それぞれ

２ｃｍ、３ｃｍ、４ｃｍの球を入れると３つの球

はちょうど容器におさまった。この円柱の容器の

高さは何ｃｍになるか、考えよう。 

  

関心・意欲・態度 

まとめ 



 



 
 
 
〔資料２〕 
６．本時の内容  Ａ（基礎・基本）コース 

（１）本時の内容 ・三平方の定理を、直角三角形の３辺の上につくった正方形の面積の関係からとらえる。 
         ・三平方の定理を、直角三角形の３辺の長さの関係としてまとめる。 
（２）本時の展開 

学習のねらいと発問 学  習   活   動 評価・配慮事項 

１． 

 
・正方形の面積の求め方を

確認する。 
・直角三角形の３辺を１辺

とする正方形の面積の間

には、どのような関係が

あるかを考えさせる。 

 
 
 
「Ｐ，Ｑ，Ｒの間には、

どんな関係があります

か。」 
 Ｐ＋Ｑ＝Ｒになっている

ことを確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
２． 

 
・直角三角形の各辺にでき

た正方形を貼り絵で埋め

ることにより、「斜辺の２

乗が他の辺の２乗の和に

なる」ことを、ゲーム感

覚でとらえさせる。 

 
 
・三平方の定理の確認と次

時の予告。 

①（ア）では、直角三角形の３辺を、それぞれ１辺とす

る正方形の面積を計算する。 
 （イ）（ウ）では、直角三角形の３辺を１辺とする正

方形をかき、面積を計算する。 

 

 

・斜辺を１辺とする正方形の面積が、他の２辺を１辺と

する正方形の面積の和になることから、三平方の定理

を導く。 

 
②「斜辺を１辺とする正方形の面積が、他の２辺を１辺

とする正方形の面積の和に等しい」ことを、貼り絵に

よって実感する。 

・直角三角形の３辺の間の関係

を、各辺を１辺とする正方形

の面積から導き出す。 

 
・（ア）では、Ｒの面積を自分

なりの方法で求めようとし

ているか。 
・（イ）（ウ）では、正方形をか

いて、それぞれの面積を求め

ようとしているか。 
・斜辺が、どの辺になるかをも

う一度確認する。 

 
・ＰＱＲの面積の表から、斜辺

の２乗が他の辺の２乗の和

になることを気付かせる。 

 
 
・三平方の定理をノートにか

き、定理を確認する。 

 
 
 
 

 
 
・工夫しながら、貼り絵をしよ

うとしているか。 

 
 
 
 
・三平方の定理の証明及びこの

定理を使用しての計算は次

時へ。 

 

課題の設定 

場面１ 
関心・意欲・態度 

数学的な考え方 

場面２ 

関心・意欲・態度 

まとめ 

課題の設定 



 
 
 




